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・会議次第

・特定空家等に対する措置関係

・管理不全空家等に対する措置関係

・空家等の管理及び相談チラシ

・月別（新規）空家相談件数

協議内容（概要版）

①特定空家等に対する措置について

②管理不全空家等に対する措置について

③空家等の利活用関係について

・令和４年度空き家セミナー＆相談会

・河合町危険空家等除却費補助制度

・令和４年度作成空家等啓発関係チラシ

・令和４年度空家等調査

・月別（新規）空家相談件数

・次回協議会の日程調整

資料

３．議事

４．その他



三井田会長

森川課長

三井田会長

森川課長

三井田会長

森川課長

三井田会長

全委員

三井田会長

三井田会長

森川課長

三井田会長

西村委員

会議議事録（概要版）

　議事①特定空家等に対する措置について

　　　〈事務局より説明〉

１０月末までに解体するという確約で誓約書を頂くということですが、いかが
でしょうか。解体補助金を来年に申請したら、来年度の補助金が出るのです
か。

解体補助制度につきましては、令和４年度から実施しております。令和５年度
も予定戸数３戸で実施させて頂きますので、令和５年度で提出して頂ければ補
助金を使用することは可能です。

本当は速やかに措置して頂くのが一番良いと思うのですが、いろいろとご都合
もあると思いますので、来年１０月までに解体するということです。

１０月ですので、夏場の台風等は心配しております。なお、確約書の中には条
例に基づく緊急安全措置についても記載する方向で調整しておりますので、何
かあれば措置を行う予定ですので、宜しくお願いします。

スケジュールの説明が無かったのですが、良いですか。

会議資料に付けさせて頂いているのは、協議をする前でしたので、来年１０月
末まで解体を待つということになれば、スケジュールにつきましても、来年１
１月からの対応に変更になります。来年１１月の中旬までに協議会をさせて頂
きまして、報告させて頂きます。解体がされていなければ、もう一度命令等の
意見を聞かせて頂き、最終的に行政代執行をしなければならないと思っており
ます。

ありがとうございます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一番問題なのは、時季だと思いますが、仕方のないことですので、これでお認
め頂けますでしょうか。

はい。

では、ご承認頂いたということにします。

　議事②管理不全空家等に対する措置について

　　　〈事務局より説明〉

この管理不全空家等の樹木については、来年の３月までには伐採して安全な状
態になるということですね。

はい。補足説明として、現在相続人代表の方は関東地方におられ、中山台の実
家は売買をする予定で、不動産会社が入っておられます。相続登記を不動産会
社と調整しないといけないので、その不動産会社に関係する会社に樹木の剪定
の見積りを依頼している所だと連絡を頂いています。相談して頂きました方に
は状況説明をさせて頂いてます。今後も動きがあれば報告等させて頂こうと
思っています。

この物件に限らず、管理不全空家等がまだ出てくるかもしれませんので、それ
についてのご意見でもかまいません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今回が初めてになりますので、事務局としても慎重に進めておられるところが
あると思いますが、今後多数このような樹木が繁茂して近隣に迷惑をかけるこ
とが出てきた場合、もう少し速やかに簡単に対処出来ればなと思いますが、そ
こについてもご意見ありませんか。

一番困るのは、道路に倒れるという場合ですが、緊急事態が発生した時の対応
を行政としては、すぐに出来ないということが当然あると思います。緊急安全
措置の手順というものを決めておいた方が良いと思いますが、その辺はどうで
しょうか。対応のマニュアル化がされているのでしょうか。



森川課長

三井田会長

森川課長

三井田会長

全委員

※学生の到着が３時頃になるため、後に回させて頂きます。

三井田会長

森川課長

三井田会長

前々回の協議会の中で緊急安全措置のマニュアルについて作成し、諮らせて頂
いたと思いますが、具体的な最終のマニュアルは出来ていない状態です。職員
で対応出来るようにと思っていましたが、対応の内容によっては専門の業者で
ないと危険を伴うということも考えらますので、その辺も含めてマニュアルの
方を考え、協議会で報告させて頂ければと思います。あくまで、条例に基づ
き、所有者の同意が必要ということを前提として対応しようと思っておりま
す。

樹木が道路に出てきているのを剪定するのは、シルバー人材センターでやって
頂けるのですか。他の市町村で、ふるさと納税の返礼品で空家の見回りやりま
す等のチラシを見たりするのですが、河合町の場合はどうなってますか。

樹木の剪定について、今回、シルバー人材センターの方に見積りさせて頂きま
した。ですが、専門職の方たちではありませんので、条件等により、出来るこ
とと、出来ないことがあると聞いたことがあります。その他の植木関係の業者
も町内にありますので、その辺りで見積りをとり、対応させて頂きたいと考え
ております。なお、ふるさと納税につきましては、空家の管理サービスを河合
町としては出来るのか、若しくはシルバー人材センターと協議は必要ですが、
空家の管理サービスを事業の一つとして出来ないか検討していかなければなら
ないと思っております。

その他、ご意見がなければ、管理不全空家等について、お認め頂いたというこ
とでよろしいですか。

はい。

議事③空家等の利活用関係について

　　〈畿央大学より説明〉

　その他

　　①令和４年度空き家セミナー＆相談会

　　②河合町危険空家等除却費補助制度

　　③令和４年度作成空家等啓発関係チラシ

　　④令和４年度空家等調査

　　⑤月別（新規）空家相談件数

　　⑥次回協議会の日程調整

　　〈事務局より説明〉

先程、空家相談件数の説明がありましたが、近隣住民から役場に相談があった
分と、空き家コンシェルジュに相談があった分というのは、そのまま件数を足
したら良いのか、それとも両方に相談されている方もおられますか。

近隣住民からの相談と空き家コンシェルジュへの相談は別であり、重複はして
いません。役場の方には空家の近隣住民から雑草等の家屋の管理をして欲しい
との依頼があります。空き家コンシェルジュの方には、空家の所有者から、空
家の今後の問合せをされるということになっております。

相談があった後に、どういった対処をされて解決しているのかどうかというの
は分かりますか。



森川課長

三井田会長

森川課長

西村委員

森川課長

伊藤委員

相談があってからの役場の動きですが、まずは現場を確認し外観の写真を撮ら
させて頂きます。相談者の方からも詳しい話を聞くことがあります。その後、
土地・家屋の固定資産税の情報及び謄本情報を公用請求し、所有者等の特定を
させて頂きます。特定できれば、まず管理願い通知を現場写真と文書を付けて
送付させて頂き、ある程度の期間は様子を見ます。所有者等から連絡があり、
相談を受ければ、シルバー人材センターや商工会等を紹介させて頂きます。な
お、通知を出してもなかなか対応等がない場合は、２回・３回と通知を送付し
ます。通知は特定記録にし、受け取られたという記録を残しております。相談
者の方には途中経過等の説明をさせて頂きます。それでも対応がない場合は、
管理不全空家等に移らなくてはならないかという判断をし、協議会の方でも相
談させて頂き、対応等について意見を頂き、進めていくという流れになってお
ります。

流れは良く分かりました。３５件あり、全て問題が解決したというように考え
て良いですか。

現在、手元に資料を持っておりませんが、何件か対応が終わっているものもあ
ります。継続案件として通知を送らせて頂いている空家もあります。

空家はこれから増えるという統計がありますが、その中で利活用の問題を何と
かしないといけないと思います。利活用の相談があまりありませんが、これを
どう考えていけばいいのか、利活用の相談がないということは、その所有者や
近隣の住民等が、他人の家を使うということがあまり頭にないということも含
めて利活用の相談を受ける体制をどのようにしていくのか今後考えていかない
といけないと思います。他の市町村で利活用をやっていることもありますし、
先進的な感じもあると思いますが、これから相談を受けた時に、利活用のイ
メージが出来るようなＰＲをしていくことが必要ではないかと思います。その
辺のところは何か考えておられるのでしょうか。

令和２年度・３年度に空家等意向調査をさせて頂いた時に３件の利活用を町の
方で出来ないかという相談がありました。池部・市場・城古の各１件ずつで、
池部は使用していないお寺で、地元で使えないかとのことで、お寺の清算人と
打ち合わせをしながら意向を確認し、どのような形で出来るのか含め検討をさ
せて頂いています。市場と城古につきましては、空き家コンシェルジュに空き
家バンクという制度があるということで、パンフレットを送付させて頂き、ア
ナウンスさせて頂いています。空家の利活用の相談があれば、空き家コンシェ
ルジュに相談して頂いて、そこで活用できる物件については活用して頂くとい
う流れを作っております。以前、町に関係する団体等で空家を利活用して何か
をしていきたいという声も上がっておりますので、もう少し調整しながら、各
団体で活用出来るのであれば、今後進めていきたいと思っています。利活用に
ついてのセールスポイントを含めてはまだ何も検討出来ていないのが現状で
す。

利活用について、私もすごく興味があるのですが、一般の住民の方が利活用と
言われた時に、全然イメージが出来ないと思います。誰かが借りて頂けるとい
うことぐらいしかイメージがないと思います。例えば、町の方でアイデアや何
件か同じような地区であった場合に、そこを観光客が来れるような所にする、
少し大きなプロジェクトにはなるかもしれませんが、出来るか出来ないかは次
の問題として、アイデアを出していかないと一般の方はこうして使ってくださ
いとはなかなか言えないと思います。このようなチラシを出される時でも、マ
イナスのイメージがすごくするので、それだけではなく、この一部分でも良い
ので、こういった活用はどうですかや、利活用には、こんなアイデアがありま
すよというようなプラスの前向きなアイデアを町の方から提案して頂けたら、
こちらも、こんなのはどうですかとアイデアが浮かんだり、なんとなくどう
使って良いのか分からないのではないかという感じがすごくします。相談をし
たら空き家コンシェルジュに丸投げされるイメージもあるので、相談に来られ
た時に町の方で主体的に何か提案等をして頂けたら、もう少し相談しやすいの
かなと思います。



森川課長

伊藤委員

森川課長

西村委員

森川課長

ありがとうございます。以前にも、もう少し明るい話題をと言われ、利活用の
ことも記載したらどうだということをアドバイス頂いていたことを忘れてまし
た。すみません。利活用の方向について知識がなく、勉強不足があります。今
後、おっしゃって頂いたように利活用で具体的にこのようなのはどうですか
と、近隣や全国でいろいろな事例がありますので、勉強しながら提案させて頂
くという方向で検討していきたいと思います。

ふるさと納税で空家の見守りという形だけでなく、クラウドファンティングで
はないですが、新しいプロジェクトとして河合町でこのようなことをするの
で、みなさん少し投資してみませんか。や、町屋みたいな若い人が自分で小さ
なお店を出来るような、特区みたいなのをしてみるとか、若い人の心が動くよ
うな、ワクワクしたプロジェクトというのを河合町として広報したら良いので
はないかとすごく思っています。近隣の市町村では、上手に広報されているの
ではないかと感じます。河合町は少し淋しいといつも思います。アイデア等、
いろいろと出させて貰いたいと思いますので、ぜひ動いて頂けたらと思いま
す。

ありがとうございます。河合町では、２月１１日の砂かけ祭りという大きなイ
ベント等もありますので観光客もおられます。空家を活用した待合スペースや
休憩スペース、地元の産物等を販売できる形が取れるのかどうか含めていろい
ろなことを検討し、１年かけて勉強させて頂き知識を得たいと思っています。
また、伊藤委員も良いアイデア等がありましたら、教えてください。宜しくお
願いします。

利活用のイメージがなかなか湧きにくいです。議会で提案させて頂いたことも
ありますが、例えば低所得者の方に家賃補助をする等、空家をリフォームしな
いといけない、そうすると費用が掛かるとなる時に、いくらかバックアップす
る等、もう少し施策を出していかないと、なかなか他の市町村からは来ないと
思います。若い人に来てもらうことが一番良いですが、その時の大きな問題は
家賃です。行政としてインセンティブを出すという事を前もって示すためには
政策的にしていかないといけないと思います。どこまでどうするのか、空家を
持っている所有者の方と貸す場合の条件や家賃等を総合的に考えていかない
と、入ってくる方もどんな空家があるのかという話にもなりますので、特に河
合町はこども園もありますし、問題としては、家賃だと思います。もちろん家
賃といっても難しいので、アパートみたいな所で、２万・３万で入れるとか、
補助であったり、建物の中等、具体的にイメージしやすくして頂きたいです。
もう少し利活用した時の具体的なケースの例を空き家コンシェルジュは情報を
持っておられると思うので、このような場合は利活用出来るとなった時に、行
政としてどこまで補助できるのか、バックアップできるかということを具体的
に考えていかないと、外から見た時に分からないと思います。家に入りたいけ
ど、家賃はどれだけするのか、２万で入れるのか、５万くらいかかるのか、一
番の大きなポイントは家賃です。私も河合町に来たのは、家が安いし、通勤も
出来るからです。そのような具体的な大きな問題というのは住居費です。そこ
をどのような形で補助していくか、いかにして低家賃で入れるかというような
イメージをどうやって作っていけばいいのか、これから考えていければ良いと
思います。

利活用について検討させて頂いているのは、子育て世代を呼び込むために、空
家をリフォームした上で、子育て世代専用の住居として利活用できないかとい
うふうに案として考えております。どのような形で出来るのか分かりません
が、例えばパナホームと河合町が連携していますので、協力を得ながらモデル
ハウスを作ったりといった案は出ていますが、まだ具体的には決まっておりま
せん。来年度、もう少し専門家の意見を聞きながら、いろいろな形で出来る・
出来ない等検討し、やれることをやっていくということで考えています。



福辻部長

髙岡副会長

副町長

三井田会長

利活用についてですが、空家再生の方向性を定めていかないといけないと思っ
ております。その中で住居・オフィス・民泊等で、この民泊というのは、河合
町の佐味田にも１件、いぶきと月というところがあるのですが、今のインバウ
ンドの状態では少ししんどいかなという思いを持っております。空家を手放し
たいという方も増えてきていますので、今年の夏に大輪田の駅前にカチタスと
いう中古住宅をリノベーションして販売する会社ができ、そちらと現在交渉さ
せて頂き、利活用についていろいろと話をさせて頂いています。こちらの会社
は売買が専門ですので、売買できる物件を探して、そこからリノベーションを
していき、リノベーションの途中段階の状態からお客様に現地見学会を開催し
て、この住宅はどうですかと販売していきます。中古住宅再生のエキスパート
ですので、かなりの年月住まわれていない住宅でもなんとか活用できるという
ように聞いております。値段も普通の中古住宅よりもかなり低く設定されてお
りますので、その辺も今年度いろいろと話をさせて頂きまして、協定の方向に
持っていかさせて頂き、次年度で空家の利活用についての方向性をしっかりと
定めていき、河合町は恵まれた環境も整っており、定住化ということで言いま
すと、病院の数も１６あり、６つの小児科もございます。そしてニッセイエデ
ンの園もあり、教育環境では西大和学園という全国屈指の進学校もございま
す。空家の利活用の方向性をどのように進めていくかを検討させて頂き、来年
度には利活用の方向性をまとめさせて頂き、協議会の中で話をさせて頂きたい
と思います。この後、畿央大学の方にプレゼンをして頂きますが、畿央大学と
は協定を結ばせて頂いていますので、空家の実態について共に研究をさせて頂
き、今後の利活用を畿央大学とも連携して進めていきたいというふうに考えて
おります。

副町長にお尋ねします。伊藤委員からの質問もあり、実際に河合町としてそれ
に対してどのように対応していくか、ある程度は報告されてはいると思います
が、文面化されてなく、バラバラに意見が出ているのではないかと思います。
森川課長も言われてましたが、細かい話がまだ分からないということで、構想
的に町として方向性を定めていくというのは必要かなと思いますので、副町長
の方でまとめて頂いて方向性を決めて頂きたいということをお願いします。

河合町には４００件を超える空家があり、その辺の調査すら、この新しい体制
になるまで出来ていませんでした。ですのでまず実態を調査する所から始まり
ました。実態を調査し、そしてどのように利活用していくのかという時に、先
程ありました空家の管理という体制、そして行政がどこまでタッチできるの
か、そのような条例も規則もありませんでしたので、まずそれを整理して、近
隣に住まわれている方の意見等を処理すると同時に、不健康な空家は出来るだ
け解体する方向で、健康な空家はどのように利活用していくのかということを
考える時に私たちがいろいろと言ってるよりも、この空家等対策協議会で、畿
央大学の先生に会長になって頂き、先生のゼミの方々とお話をしていく過程で
若い方に来て頂くということは大事なことですので、そのような方の視点で、
空家をどのように活用していったら良いのかというご意見を頂こうと、今一歩
を踏み出した所で、こうしていきますと言えないのが現状です。何も把握出来
ていなかったという遅れをできるだけ取り返していきたいということで、職員
と一丸となって進めている所です。お答えになったかどうか分かりませんが、
申し訳ございません。

他にご意見ありませんか。ないようでしたら、大学生からの発表に移りたいと
思います。最後に副町長と部長にハードルを上げられるようなことになりまし
たが、私が学生に出来るとか出来ないとか現実的なことは外しておいて、こう
いうのがあればきっと地域社会が楽しくなるというようなことを考え、どう
やったら人がいっぱい住んでくれるようなことが考えられるかという糸口にな
る発表をしなさいと言っています。そういうことで、ハードルを下げて頂い
て、お話をさせて頂きたいと思います。よろしくお願いします。

議事③空家等の利活用関係について



髙岡副会長

学生

伊藤委員

学生

伊藤委員

学生

伊藤委員

学生

伊藤委員

三井田会長

　　〈畿央大学より説明〉

プレゼン１　長楽の寺子屋

おじいちゃん、おばあちゃんと一緒にということですが、まず、一緒に活動し
てくださる方を探さないといけないということになります。地域の老人会やい
きいきサロン等にご高齢の方が子どもと触れ合うことで楽しいという方もいて
ますが、地域にどれだけの方がいてるのかどうかです。相手がいることですの
で、地域で活動されている方々に沢山呼びかければ、盛大になってくるかと思
います。そのような方々が地域におられるのかということを念頭に置きながら
描いて貰ったら良いのかなと思います。

ありがとうございます。

素敵なアイデアでとても楽しく聞かせて頂きました。少子高齢化は一番重要な
ポイントかなと思いますので、そこに焦点を当てて頂いたのは、すごく良いア
イデアだと思います。学童と記載されているのですが、学童というのは、働い
ている方のお子さんを預かるというイメージがあり、その学童は学校にありま
す。学童という名前よりかは、親が働いているのは関係なしに誰でも来れるよ
うな所だったら良いのかなというふうに思いました。後、お世話をする方も必
要とお話がありましたが、若い人も必要かと思います。例えば、学生のアルバ
イトとかそういった方を募集するというようなものも、みなさんのアイデアと
して可能かと思われるかお聞きしたいのと、もう一つ、こういったことをしま
すよと、若い世代の方にアピールして河合町に来てもらうことが良いと思うの
ですが、若い人達にどういう場でアピールしたら気づいてもらえるのか、ＳＮ
Ｓやチラシ、ポスター等、若い方はどういった所に目を止めるのかということ
をお聞きしたいと思います。

ありがとうございます。ご高齢の方に集まってもらうことが難しいというの
が、話を聞かせて頂き分かりました。僕たちはご高齢の方を中心に考えていた
所があり、今聞いた若者達がアルバイトとして来たりという事も良いのかなと
思いました。若者の意見としては、ＳＮＳはやはり強いと思います。呼びかけ
や広告はＳＮＳを中心にしていけば良いと思います。

ＳＮＳとはTwitterとかですか。

Twitterもそうですが、やはり今はInstagramかなと思います。

河合町のInstagramがあれば良いということですか。

そうですね。リノベーション等をした外観とかを僕たちは建築を習っておりま
すので、Instagramでよく見るのですが、そうすると興味がある部分を関連付
けたものが広告で出てきますので、Instagramは良いと思います。文字の情報
であればTwitterが強いと思います。

すごく参考になりました。ありがとうございます。

私が補足するのはおかしいと思いますが、この建物はほとんど使っていませ
ん。作業部屋となっている部分は実は作業小屋です。ほとんど何もせず利用す
ることは出来ないかということでスタートしました。それで、おじいちゃん、
おばあちゃんの力を借りて寺子屋をと言ってますが、学生が何もしないという
ことではなく、学生の中で家庭教師のアルバイトや塾のアルバイトをしている
子が結構いてます。元気ですので、働くとこがあれば学生はそこへ行きますの
で、学生の力を導入することは出来ると思います。大学がすぐ近くですので、
近所に住んでいる学生には十分力を借りることは出来ると思います。まずは寺
子屋を作り、子どもたちの声が響いてくると町も元気になり、若い世代も住ん
でみようかなとなってくれるのではないかという発表です。ありがとうござい
ます。次の学生、宜しくお願いします。

プレゼン２　まちの本棚



伊藤委員

学生

西村委員

学生

西村委員

学生

先生

三井田会長

図書館と家庭の書斎の間に位置するということで、思いつかなかったアイデア
だと思いますし、すごく素敵だなと思います。家庭には沢山の本があり、いら
なくなるとBOOKOFFに持って行ったりしますが、誰かが活用してくれるのであ
れば、とてもありがたいと思いますので、ぜひ実現して頂きたいなと思いまし
た。ありがとうございます。

ありがとうございます。

５０年前から部屋が本だらけになってまして、先日、その本を全部処分しまし
た。よく見たら、いらない本が沢山ありますが、図書館に持って行ってもいら
ないとなることがあります。そうすると本の整理というのが難しく、子どもの
ころに読んだ漫画があったり、仕事に使った本があったり、それを全部処分し
たいと思った時に、持って行き場がないということになります。そういった管
理を学生の方で仕分けをするとなると、本の価値をどのように見分けるのかに
ついて、いかがお考えなのか聞きたいと思います。

基本的には、人によってそれぞれ読みたい本があると思いますので、読める本
であれば受け入れます。

５０年前の学生の頃の本や、ゼミの本、専門書等、そのような本をずっと置い
てあって、１回も見直してないような本を全部焼却しました。ところがよく考
えたら、愛着も少しあるわけです。でも、そういうことを言っていたら全部置
いておかなくてはならなくなります。集める時に学生のお考えで、子ども用、
大人用とか、大学のゼミの本は役に立たないと思いますが、本を仕分ける基準
とかをある程度考えておいた方が良いのかなと思います。

ありがとうございます。

補足させて頂きます。学生との交流の関係で教育学部の学生から、子ども向け
の絵本を中心に受け入れるという感じでした。先程おっしゃられた専門の本で
あれば、例えば○○さんが農業が専門家で、いろいろ愛着のある本を持ってい
て、沢山だと場所の確保が大変なんですが、１つの本棚に厳選して頂いた本、
２０冊とかを置いておき、○○さんのコナーとしておくと、所有者の方と学生
や住民と話をする交流の機会も出てくると思います。月１回、所有者の方に本
の紹介をして頂き、話を聞いて興味が湧く方もいてると思いますので、そうな
ると本の価値もまた出てくるのかなと考えております。

いろいろな所でこういう町の中に公共の本箱を作ろうという動きは沢山ありま
す。奈良で有名なのは、吉野町にある木の子文庫という児童図書ばかりを集め
た本箱を主催している団体があります。吉野町には図書館がなかったので、児
童図書を子育て中のお母さんが子どもに読み聞かせをするのに相応しい絵本を
集めたいということで、各家庭で捨てずに置いていた本というのは大体が良い
本ですので、そういう本を寄贈してくださいと言って始められたもので、これ
は全国的に有名です。今は国の補助金等も活用されながら、自分達の拠点を作
り活動をされています。そういうのが絵本だけではないもので、この町でも出
来たら良いなと思っています。木の子文庫で、面白いのは絵本だけを集めるの
ではなく、子育て中のお母さんに読んで貰いたい本も一緒に集められていま
す。子育て中のお母さん達をアルバイトとして雇い、絵本箱を運営するという
仕組みもあり、一日番をして頂くと子どもと一緒のおやつやお茶が頂けるとい
う仕組みにされています。このように上手くやれば、改修費用は全部町がもた
ないといけないと思いますが、面白い拠点になり、町が元気になっていくので
はないかなというように思います。



副町長

森川課長

西村委員

副町長

三井田会長

今、三井田会長から説明のあった吉野の木の子文庫ですが、県庁にいてる時に
携わっておりました。この町の本棚、これはすぐに出来るなと思いました。費
用の軽減の所から計画まできっちりと出来ているので、すぐにでも手を出せそ
うな感じがします。それと、西村委員がおっしゃられましたが、本を処分した
いというようなことで、一報して頂ければ若い学生が伺って整理し、そして本
の所有者の方が勉強してきた本の説明等の話で、また交流が生まれます。ただ
本棚を作って、ここに人が集まるだけではなく、そういう知識を持っている方
とお話も出来るという、これは本当に素晴らしい計画だと思います。そして、
長楽の寺子屋ですが、これも河合町が今目指している、３世代が交流し、ご高
齢の方の背中を見ながらという、昔はおじいちゃん、おばあちゃんと一緒に生
活をしてきたので、背中を見ながら勉強してきたというのがありましたが、今
はそういうのが無くなりました。ほとんどが核家族です。ですが、ご高齢の方
というのは、かなりの知識をお持ちです。そういう知識を子どもたちを教える
学生に教えたり、また若い学生に新しいものを教えてもらったりという一緒に
勉強をする場となります。この寺子屋も素晴らしいアイデアだと思います。ど
ちらも、そんなにお金を掛けなくても出来そうです。三井田会長にハードルを
上げたと言われましたが、ハードルをもっと上げても良いくらい素晴らしいで
す。ありがとうございます。

以前、空家の所有者の方には、畿央大学の学生でアイデアを出して頂きますと
いうことで、結果についてはまた報告をさせて頂くことになっておりますの
で、年明けにでも調整し、所有者の方にお話していけたらと思っております。
宜しくお願いします。

本を処分する時に、本を出し、紐でくくって出すという作業がありました。そ
れを取りにきて頂けるのであれば、うれしいと思います。高齢になると紐でく
くったり、出したりということが非常にしんどくなります。本の仕分けもなか
なか難しく、全部捨てるという考え方になります。例えば、百科辞典等を持っ
て行った時があるのですが、引き受けられないという話になりました。自分で
は仕分けが難しいので、全部持って行って頂けるような仕組みがあれば、いろ
いろな方の家に溜まっている本がざっくり出てくると思いますので、その辺の
所が課題だと感じます。行政がどこまで出来るのか分かりませんが、いらない
本は沢山あると思いますので、それを有効活用して頂ける仕組みを行政も考え
て欲しいなと思います。

必要か必要でないかというのは、持っておられる方が必要なくても、それを見
た方で必要な方もおられると思いますので、そういうのは、その時々で考えて
いけば良いと思います。吉野の本棚と今回のアイデアはまた少し違います。１
から仕上げていくことになりますので、学生や私たちが一緒になり考えていく
ということでいかがでしょうか。最後に、学生のみなさん、今日はどうもあり
がとうございました。だいぶ時間も掛かられたのではないでしょうか。期待さ
せて頂いていた以上のものであり、本当に勉強になりました。ありがとうござ
いました。

本日は長い時間ありがとうございました。これをもちまして、協議会を終わら
せて頂きます。ありがとうございました。

閉会


